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１.年度別の計画及び取組状況
年度別の事業計画（上欄：研究科等の設置等及びその準備（設置認可申請等）、下欄：教育環境の整備（施設整備、教員採用等）、教育活動の充実等の取組）と取組状況及び自己評価を記載してください。
当初計画から変更又は追加した取組がある場合は「取組状況」に取組を赤字で記載してください。また、計画変更申請をした場合は「取組状況」に承認日を赤字で記載してください。
計画の進捗の遅れや実施困難な事項がある等、自己評価が下位2つの場合には、課題（理由）とその対応を記載してください。計画通りに実施できており、その他課題がない場合に限り記載は不要です。
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R8年度自己
評価

R9年度自己
評価
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己評価

R11年度自
己評価

R12年度自
己評価

R13年度自
己評価

R14年度自
己評価

R15年度自
己評価

令和15年度

ソーシャルデザイン工学科情報セキュリティコース　　　　52名
リストから選択してください。

①情報セキュリティコース教育体制整備（情報系技術職１名雇用）
②情報セキュリティコース教育体制整備（非常勤講師12名雇用）
③情報セキュリティコース運営体制整備（事務補佐員１名雇用）
④情報セキュリティコースにおける情報セキュリティ分野教育の実施（副業先生４名）
⑤情報セキュリティコース教育体制整備（旅費（副業先生、非常勤講師、教員確保））

令和14年度

ソーシャルデザイン工学科情報セキュリティコース　　　　52名
リストから選択してください。

①情報セキュリティコース教育体制整備（ネットワークスイッチ　24台更新)
②情報セキュリティコース教育体制整備（情報系技術職１名雇用）
③情報セキュリティコース教育体制整備（非常勤講師12名雇用）
④情報セキュリティコース運営体制整備（事務補佐員１名雇用）
⑤情報セキュリティコースにおける情報セキュリティ分野教育の実施（副業先生４名）
⑥情報セキュリティコース教育体制整備（旅費（副業先生、非常勤講師、教員確保））

令和13年度

ソーシャルデザイン工学科情報セキュリティコース　　　　52名
リストから選択してください。

①情報セキュリティコース教育体制整備（情報系技術職１名雇用）
②情報セキュリティコース教育体制整備（非常勤講師12名雇用）
③情報セキュリティコース運営体制整備（事務補佐員１名雇用）
④情報セキュリティコースにおける情報セキュリティ分野教育の実施（副業先生４名）
⑤情報セキュリティコース教育体制整備（旅費（副業先生、非常勤講師、教員確保））

令和12年度

ソーシャルデザイン工学科情報セキュリティコース　　　　52名
リストから選択してください。

①情報セキュリティコースの教育環境整備（演習用PC　55台購入（更新））
②情報セキュリティコースの教育環境整備（演習用プロジェクタ６台（更新））
③情報セキュリティコースの教育環境整備（大判インクジェットプリンタ　1台（更新））
④情報セキュリティコースの教育環境整備（演習室教育用サーバー更新）
⑤情報セキュリティコース教育体制整備（情報系技術職１名雇用）
⑥情報セキュリティコース教育体制整備（非常勤講師11名雇用）
⑦情報セキュリティコース運営体制整備（事務補佐員１名雇用）
⑧情報セキュリティコースにおける情報セキュリティ分野教育の実施（副業先生４名）
⑨情報セキュリティコース教育体制整備（旅費（副業先生、非常勤講師））

令和11年度

ソーシャルデザイン工学科情報セキュリティコース　　　　52名
リストから選択してください。

①新校舎（情報セキュリティ棟）建設
②情報セキュリティコースの教育環境整備（教職員用什器類購入）
③情報セキュリティコースの教育環境整備（演習用PC購入 15台）
④情報セキュリティコースの教育環境整備（サーバー更新）
⑤情報セキュリティコース教育体制整備（教授１名雇用）
⑥情報セキュリティコース教育体制整備（情報系技術職１名雇用）
⑦情報セキュリティコース教育体制整備（非常勤講師11名雇用）
⑧情報セキュリティコース運営体制整備（事務補佐員１名雇用）
⑨情報セキュリティコースにおける情報セキュリティ分野教育の実施（副業先生４名）
⑩情報セキュリティコース教育体制整備（旅費（副業先生、非常勤講師））

令和10年度

ソーシャルデザイン工学科情報セキュリティコース　　　　52名
リストから選択してください。

①新校舎（情報セキュリティ棟）設計
②情報セキュリティコース教育体制整備（教授１名雇用）
③情報セキュリティコース教育体制整備（情報系技術職１名雇用）
④情報セキュリティコース教育体制整備（非常勤講師10名雇用）
⑤情報セキュリティコース運営体制整備（事務補佐員１名雇用）
⑥情報セキュリティコースにおける情報セキュリティ分野教育の実施（副業先生４名）
⑦情報セキュリティコース教育体制整備（旅費（副業先生、非常勤講師））

令和9年度

ソーシャルデザイン工学科情報セキュリティコース　　　　52名
リストから選択してください。

①情報セキュリティコース教育体制整備（教授１名雇用）
②情報セキュリティコース教育体制整備（情報系技術職１名雇用）
③情報セキュリティコース教育体制整備（非常勤講師９名雇用）
④情報セキュリティコース運営体制整備（事務補佐員１名雇用）
⑤情報セキュリティコースにおける情報セキュリティ分野教育の実施（副業先生４名）
⑥情報セキュリティコース教育体制整備（旅費（副業先生、非常勤講師））

令和8年度

令和８年度入学生から、情報セキュリティコースにおける基本学生数を32名から52名に増加 令和８年度入学生から、情報セキュリティコースにおける基本学生数を32名から52名に増加
リストから選択してください。

　
①情報セキュリティコース教育体制整備（教授１名雇用）
②情報セキュリティコース教育体制整備（情報系技術職１名雇用）
③情報セキュリティコース教育体制整備（非常勤講師８名雇用）
④情報セキュリティコース運営体制整備（事務補佐員１名雇用）
⑤情報セキュリティコースにおける情報セキュリティ分野教育の実施（副業先生４名）
⑥情報セキュリティコース教育体制整備（旅費（副業先生、非常勤講師））

令和7年度

ソーシャルデザイン工学科情報セキュリティコース　　　　32名

令和８年度入学生から、情報セキュリティコースにおける基本学生数を32名から52名に増加予定

リストから選択してください。

①情報セキュリティコース教育環境整備（ネットワークスイッチ購入）
②情報セキュリティコース教育環境整備（大判インクジェットプリンタ購入）
③情報セキュリティコース教育環境整備（演習室プロジェクタ購入）
④情報セキュリティコース教育環境整備（演習室教育用サーバ更新）
⑤情報セキュリティコース教育体制整備（教授１名雇用）
⑥情報セキュリティコースにおける情報セキュリティ分野教育の実施（副業先生４名）
⑦情報セキュリティコース教育体制整備（旅費（副業先生）)

事業期間 事業計画 取組状況 自己評価、課題（理由）とその対応

令和6年度

【情報系組織の入学定員】
ソーシャルデザイン工学科情報セキュリティコース　　　　32名

令和８年度入学生から、情報セキュリティコースにおける基本学生数を32名から52名に増加予定

【情報系組織の入学定員】
ソーシャルデザイン工学科情報セキュリティコース　　　　32名

令和８年度入学生から、情報セキュリティコースにおける基本学生数を32名から52名に増加予定

【３】計画を十分に実施している。

①情報セキュリティコース教育環境整備におけるサーバー整備については、令和７年３月２４日に導入が完了し計画どおり
実施された。
②計画以上となる６名の講師による情報セキュリティ分野の教育を実施することができた。
③教育体制の整備として副業先生への旅費を支給することができた。①情報セキュリティコース教育環境整備（サーバー整備）

②情報セキュリティコースにおける情報セキュリティ分野教育の実施（副業先生４名）
③情報セキュリティコース教育体制整備（旅費（副業先生））

①情報セキュリティコース教育環境整備（サーバー整備）
②情報セキュリティコースにおける情報セキュリティ分野教育の実施（副業先生４名）
③情報セキュリティコース教育体制整備（旅費（副業先生））

高知工業高等専門学校における情報セキュリティ人材育成の拡充
学校種 高等専門学校 都道府県 高知

高等専門学校名 高知工業高等専門学校 設置区分 国立
事業計画名

大学・高専機能強化支援事業（支援２：⾼度情報専⾨⼈材の確保に向けた機能強化に係る⽀援）
【高等専門学校】実施状況報告書

選定年度 令和6年度 学校コード G139110110566 改組内容 学科・コース等の設置・増員（高専）
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２.申請資格の確認
該当しない場合は、チェックしてください。

ⅰ） 学生募集停止中の高専
■ チェック

ⅱ） 学校教育法第123条で準用する第109条の規定に基づき文部科学大臣の認証を受けた者による直近の評価の結果、「不適合」の判定を受けている高専
■ チェック

ⅲ） 「私立大学等経常費補助金」において、定員の充足状況に係る基準以外の事由により、前年度に不交付又は減額の措置を受けた高専
■ チェック

ⅳ） 設置計画履行状況等調査において、「指摘事項（法令違反）」が付されている高専
■ チェック

ⅴ） 大学、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準第２条第１号又は第２号のいずれかに該当する者が設置する高専
■ チェック

３.申請要件の取組状況
令和6年度 の取組が当初の計画通りに進んでいる、又はチェック項目に該当する場合はチェックしてください。計画通りに進んでいない、又はチェック項目に該当しない場合は右欄に課題（理由）とその対応を記載してください。

①

■ チェック

□ チェック

②

■ チェック

③

■ チェック

④

■ チェック

⑤

■ チェック

⑥

■ チェック

⑦

■ チェック

⑧

■ チェック

⑨

■ チェック

⑩

■ チェック

⑪

■ チェック

計画通りに進んでいる

国立高等専門学校について、学校全体の収容定員の増員を伴う学科定員の増員を行う場合は、定員増
を行った日から10年を経過した日までに、他学科・他コース等を中心に同規模の定員減を行う計画であるこ
と。

教員の確保・配置状況等を踏まえた実現可能性の高い計画になっていること。

計画通りに進んでいる

計画通りに進んでいる、又は対象に該当しない

計画の対象となる学科・コース等の設置等において、20名以上の入学定員の増員を行う計画であること。

計画通りに進んでいる

機構による事業計画の選定があった日から２年を経過する日を含む年度の末日までに、計画の対象となる
学科・コース等の設置等を行う計画であること。

計画通りに進んでいる

社会において具体的な人材ニーズが現に存在する、又は、その十分な見通しのある分野に係る学科・コース
等の設置等の取組であること。

計画通りに進んでいる

特定成長分野のうち情報系分野に係る学科・コース等の設置・増員（学科の定員の増員を伴わないものを
含む。以下「学科・コース等の設置等」という。）を行う計画であり、学位種類分野変更基準に定める工学
関係の学位の分野に係るものであること。なお、コース等の設置・増員による体制強化の場合は、学則におい
て、コース等の募集人員数を明記する計画であること。

計画通りに進んでいる

計画の対象となる学科・コース等において、実務経験のある教員等による授業科目を配置する計画となって
いること。

計画通りに進んでいる

特定成長分野のうちデジタル分野の人材を育成するための戦略、適切な管理・教育体制や教育研究環境
の整備を図る計画となっていること。

計画通りに進んでいる

産業界を含む社会のニーズ等を踏まえ、学修目標の具体化、体系的な教育カリキュラムの編成及び高等専
門学校での学修に必要な資質・能力等を評価する入学者選抜が適切に実施され、そのための体制を構築
する計画となっていること。（その際、国際的な質保証の枠組みを活用するなど出口における質保証にも十
分留意することが重要。）

確認を受けている

対象に該当しない

志願者数の状況や入学定員及び収容定員充足率等を踏まえた十分な学生確保の見通しを備えた計画と
なっていること。

計画通りに進んでいる

高等教育の修学支援新制度において、大学等における修学の支援に関する法律に基づき、財務状況や収
容定員充足率が適正であることを含めた要件を満たすことの確認を受けた高等専門学校であること。なお、
新設予定の高等専門学校で、応募時点において、高等教育の修学支援新制度における要件確認の対象
に該当しないものは、本要件は適用されない。

高知工業高等専門学校

該当無し

該当無し

該当無し

該当無し

該当無し

フォローアップ対象年度 令和6年度 高等専門学校名
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高知工業高等専門学校フォローアップ対象年度 令和6年度 高等専門学校名

⑫

□ チェック

■ チェック

４.審査要項における確認項目の計画及び取組状況
令和6年度 の取組実績及び申請時の計画を記載してください。取組実績は会社名や大学名、定量的なデータ等を示し具体的に記載してください。検討中であっても状況を記載してください。
計画の進捗の遅れや実施困難な事項がある場合には、課題（理由）とその対応を記載してください。計画通りに実施できており、その他課題がない場合に限り記載は不要です。

① 地域において自治体や企業等と連携した取組を行う計画となっているか。

② 初等中等教育段階の学校との連携に関する取組を行う計画となっているか。

③ 女子学生、社会人学生、留学生等の確保に向けた特色ある取組を行う計画となっているか。

④ 他の大学（外国大学を含む。）・高等専門学校等と連携した取組を行う計画となっているか。

⑦ 文部科学省が実施する数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度について、申請要件である「リテラシーレベル」に係る要件を満たすのみならず、更に「応用基礎レベル」の認定を受けている、又は「応用基礎レベル」の認定を受ける計画があるか。

　現在、本校は数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム「リテラシーレベル」認定を受けているところである
が、今後更に「応用基礎レベル」の認定を目指している。現状のカリキュラムでは「Ⅱ.AI・データサイエンス基
礎」や「Ⅲ.AI・データサイエンス実践」の内容を含む科目が足りていないため、学科全体でカリキュラム見直し
を検討している。
　具体的には、2年生の共通科目である「デザイン工学演習Ⅱ」の内容の拡充を行う。現在は「デザイン工学
演習Ⅱ」において5コースの専門分野の入門的な実験、実習および溶接や鋳造などの機械工場実習を行っ
ている。令和6年度からカリキュラムを更新し、数理・データサイエンス・AI分野の内容を拡充することで、全学
生に対する教育を強化する。そして令和6年度末の「応用基礎レベル」の認定を目指す。

・Ｒ７年５月に応用基礎レベルの申請を行う。
・申請時は「デザイン工学演習Ⅱ」の内容拡充による対応を検討していたが、数学活用、情報処理、プロクラミング基礎、
AI実践の科目で対応する。

　高知高専はサイバーセキュリティ教育の実施実績を有し、独立行政法人国立高等専門学校機構本部が
設置するサイバーセキュリティ教育推進センター（K-SEC）を主体的に運営する。具体には、拠点校として、
サイバーセキュリティ人材育成及び地域のサイバーコミュニティ等外部機関との連携に寄与する。
　また、国立高専間では現在、「単位互換制度」により互いの授業を学生が聴講し、単位を取得できるよう
になっており、現在、本校は「暗号理論」を提供している。「暗号理論」は本校では3年生科目であるが、他高
専では一部の学校で専攻科で開講している程度である。また内容は本校のものが他校よりも充実している。
本事業により授業内容を充実させ、今後さらに情報セキュリティに関する提供科目を増やしていく。一方で学
生育成のために他高専の提供科目の受講も促していく。　
　また、高知大学理工学部情報科学科との連携を推進する。本校と教育カリキュラムが大きく異なるため、双
方の強みを活かして、本校の卒業研究の共同指導、​本校卒業後の編入による継続的な共同研究の実施
などを計画​している。
　さらに、現在、本校と連携協定を締結している兵庫県立大学及び情報セキュリティ大学院大学による特別
講義・出前授業を開講している。長崎県立大学の教員により卒研指導をしていただいている。これらの取り組
みを今後も継続していく。

・K-SECのMCC Plus拠点校事業セキュリティ関連外部組織との連携として、順天堂大学健康データサイエンス学部加藤
教授との情報交換、IPA 保立氏と今後のセキュリティ教育の方向性に関する打合せ、KOSEN 次世代教育カンファレンス
に参加、岡山大学（横平先生、山内先生、五百旗頭先生、小寺先生）セキュリティ教育に関する情報交換、NEC との
包括連携協定活動 3 年間のまとめと次年度以降に関する意見交換を実施した。
・MCC plus拠点校におけるサイバーセキュリティ人材育成（授業実践）として、後期授業「情報セキュリティマネジメント」 
と単位互換科目「情報セキュリティセミナー」を企業エンジニアおよび副業先生担当により実施、情報セキュリティのスキルセッ
トに関する打ち合わせ（木更津高専 歸山准教授、石川高専 小村教授、高知高専立川教授、赤松教授）、「情報セ
キュリティセミナー」について、新年度の授業を担当する企業のセキュリティエンジニア等と打合せを行った。
・サイバーコミュニティ等外部機関との連携として、高知県警警察学校向け出前授業、高知県警サイバーボランティアの協
力依頼の打合せを実施した。
・令和6年度は「暗号理論」を単位互換制度により提供し、他高専の学生10名が受講した。
・高知大学理工学部情報科学科教員から本校教員が、各研究室で取り組んでいる研究テーマの情報提供を頂いた。令
和7年度入学の本校からの編入生が2名いるため、今後の継続的な共同研究を検討している。
・兵庫県立大学の教員および大学院生により、本校情報セキュリティコース3年の「暗号理論」において暗号研究の最前線
に関する特別講義を実施した。

申請時の計画 取組実績、進捗状況 課題（理由）とその対応

　本校女子学生組織TGK（Techno-Girls of Kochi kosen)により、高知県内商業施設を会場とした「リ
ケジョ☆広場」、「高知みらい科学館」において小中学生を対象とした科学実験教室を実施している。これら
TGKのイベント参加者が、TGKの活動に取り組みたいと本校に入学している例もあり、本校の女子学生確保
につながっている。また、令和５年度には、TGKが日産財団主催　第12回理科教育賞・第 6 回リカジョ育
成賞グランプリを受賞しており、また、国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）の次世代人材育成
事業「令和５年度女子中高生の理系進路選択支援プログラム」に本校が採択された。JST事業により、県
内の大学、企業、教育委員会と連携し、女子中高生に向けた講演会・座談会、体験教室、職場訪問や科
学イベントの企画運営を行っており、小学校・中学校・高等学校の生徒たちが女性技術者・研究者の道へと
進む支援をする環境整備を行う。
　また、サイバーセキュリティに関する協定締結先である高知県警の警察学校への情報セキュリティに関する教
育活動​や本校で実施した情報セキュリティの最前線に関する副業先生の授業を地域に開放し、地域の​情報
セキュリティに関する意識および技術の向上を図っている。​
　さらに、情報セキュリティコースでは既に年1名程度の留学生を受け入れており、現在、「暗号理論」など一
部科目では、日英二か国語による教材を作成し、留学生に提供している。今後、日英二か国語による教材
作成の拡大を進め、留学生をより受け入れやすい環境を整える。

・女子学生組織TGKが主体となって実施している科学教室等のイベントは令和６年度に９回実施され、のべ６００人が
参加した。この取組実施をうけて「令和７年度入学推薦入試（令和７年１月実施）」では、女子生徒の志願者が３
４．１％と例年より高い比率となっており、女子の推薦入試志願者比率が増加していることが確認できた。令和７年度
新入学生においても概ね女子学生の比率は、増加傾向にあるといえる。なお、令和６年８月２５日開催の「講演会・座
談会」に参加した当時中学3年生９名のうち、８名が令和７年度本校に入学した。JSTの支援プログラムや本校独自の
取組が理系進路に関する情報提供の場として有効であったこともうかがえる。令和７年度も活動は継続予定であり、理系
進路選択のための環境整備を進めていく。
・令和6年8月28日に、高知県警察本部のサイバー専科の警察官約10名を対象として、本校教員が情報セキュリティに
関する講義と実習を実施した。
・情報セキュリティコース4年の「情報セキュリティセミナー」において、実務家教員の講義を地元企業の方に聴講していただ
き、意識及び技術の向上を図った。
・情報セキュリティコース3年生の「情報代数」「暗号理論」では日英二か国語のテキストを作成し、留学生に英語のテキス
トを配布した。また、授業で使用する教材は二か国語で作成している。今後、留学生の進級に併せて対象科目を増やすこ
とを検討している。

申請時の計画 取組実績、進捗状況 課題（理由）とその対応

・県内、近郊県外中学校を訪問し、本校の実践的教育を説明する<令和４年度実績：67校　生徒764
名、保護者・教員325名>。
　・高知県内校を対象とした中学・高専連絡会において、教員を対象として本校の実践的な教育を説明して
志願者を増やす<令和４年度実績：本校会場　45校，四万十会場　12校>。
　・体験入学（中学校３年生対象<令和４年度実績：中学生　186名，保護者　150名>）、キャン
パスツアー（中学生対象<令和４年度実績：中学生　49名，保護者等　39名>）、オープンキャンパス
（小中学生、保護者対象<令和５年度実績：生徒および保護者等　804名>）においてセキュリティコン
テストの実施等を行い、情報セキュリティへの興味を持たせ、志願者を増やす。
　・教員等が小中学校へ訪問して30テーマ程度を提供する出前授業を行い、本校の取組を説明する<令
和４年度実績：10件実施>。
　・星瞬祭（高専祭）に来場者される小中学生に向けて、本校学生による体験紹介（志望動機・本校で
これまで学習した内容・進路・受験生へのアドバイスなど）を行う。また、情報セキュリティコースでの卒業研究
の紹介を行う。
　・高知県教育センターと共催し、小学校・中学校・高等学校教諭への情報教育支援を行う。
　・連携協定を締結している南国市小学校・中学校への情報教育支援を行う。
　・全国の中学生を対象とし、「高専に挑もう！中学生向けCTFオンラインコンテスト」を実施、併せて本校情
報セキュリティコースを紹介し、県外から情報セキュリティについて高い技術を持つ志願者を増やす<令和５年
度実績：１回実施  28名参加>。

令和６年度における取組実績は以下のとおりである．
・県内、近郊県外中学校を訪問し、本校の実践的教育を説明した<令和６年度実績：県内54校　県外7校　生徒
543名、保護者・教員302名>。
・高知県内校を対象とした中学・高専連絡会において、教員を対象として本校の実践的な教育を説明した<令和６年度
実績：本校会場　45校，四万十会場　11校>。
・体験入学（中学校３年生対象<令和6年度実績：中学生　162名，保護者　129名>）、キャンパスツアー（中
学生対象<令和6年度実績：中学生　39名，保護者等　47名>）、オープンキャンパス（小中学生、保護者対象<
令和５年度実績：生徒および保護者等　727名>）において情報セキュリティに関する体験学習を行った。
・令和６年度の出前授業は、県内全域の小中学校において２４件実施された。
・星瞬祭（令和６年１１月１０日実施）の来場者に対する体験紹介として、各コースから代表学生を選出し、集合形
式で学校紹介を実施し、中学生１０名程度、保護者を含め２７名の参加があった。また、本校情報セキュリティコース5
年生による体験紹介の講演を行った。さらに、情報セキュリティコースの各研究室で取り組んでいる卒業研究の紹介を行っ
た。
・令和６年８月29日に高知県内の小中高の教員７名が参加する「プログラミング教育研修講座」を開催予定であった
が、大型台風の接近に伴い、高知県との協議のうえ中止となった。
・連携協定を締結している南国市教育委員会事務局が、本校教員及びゼミ生との授業に参加し、中学校教員に対して
行う講座資料の作成に向けて、学校の教員の目で見て気づくことなどの意見交換を行った。その後、南国市の４中学校か
ら技術科教員と市教委が高知高専へ訪問し、ゼミ生からブラッシュアップした講座資料の説明を受けた。その講座資料の
内容を、中学生向けの出前授業として実施する場合の留意事項など、中学校技術科教員との意見交換を行い、完成し
た資料を実際に活用している。
また令和７年１月２４日（金）に南国市立北陵中学校において、「ネットワークの基礎 ドローンをプログラミングで飛ばそ
う」、１月３１日（金）に南国市立香南中学校において、「オンとオフですべてを解決！論理演算の仕組み」を出前授業
として実施し、情報教育への支援を行っている。
・全国の中学生を対象とし、「高専に挑もう！中学生向けCTFオンラインコンテスト」を実施、併せて本校情報セキュリティ
コースを紹介し、県外から情報セキュリティについて高い技術を持つ志願者を増やすべく活動した。<令和６年度実績：１
回実施  15名参加>。

申請時の計画 取組実績、進捗状況 課題（理由）とその対応

課題（理由）とその対応
　高専機構本部と協定を締結している外部教育資源（ビズリーチ、さくらインターネット）との連携による実
務家教員（副業先生やエンジニア（本校客員准教授））など実務家教員による実践的な講義を継続し
て実施し、また、以下の各講義や実習等を実施する。
　・高専で専攻した知識や技術を応用して地域課題の解決に取り組む科目である「地域協働演習」におい
て、地元企業の課題を調査し解決に向ける提案や技術実装などを実施。
　・警察庁四国管区警察局からサイバー犯罪に対する鑑識に関する実習、STNet（高松）からネットワーク
に関する出前授業を実施。
　・サイバーセキュリティに関する協定締結先である高知県警並びに高知県警警察学校への​情報セキュリティ
に関する教育活動を実施する。
　・南国市、高知みらい科学館で実施するイベントで、本校の情報セキュリティコースの学生が製作した、プロ
グラミングや情報セキュリティに関する教材、各種アプリケーションなど卒研成果物の評価などを行ってもらう。
　・本校と連携協定を締結している高知みらい科学館において、本校学生および教員による小中学生対象
の科学実験教室を実施する。
　・本校で実施した情報セキュリティの最前線に関する副業先生の授業を、地元企業の方に聴講していただ
き、地域の情報セキュリティに関する意識および技術の向上を図る。

令和６年度における取組実績は以下のとおりである。
・高専機構本部と協定を締結している外部教育資源（ビズリーチ、さくらインターネット）との連携による実務家教員（副
業先生やエンジニア（本校客員准教授））など実務家教員による実践的な講義を、情報セキュリティコース4年の「情報
セキュリティセミナー」、情報セキュリティコース5年の「情報セキュリティマネジメント」で実施した。また、以下の各講義、実習
等を実施した。
・高専で専攻した知識や技術を応用して地域課題の解決に取り組む科目である「地域協働演習」において、高専の近辺
に残る戦争遺跡に対して情報技術を活用した展示方法の提案などを実施した。また、タブレット端末で操作できるお菓子
キャッチャーを開発し、ものメッセKOCHI2024においてブースグランプリを受賞した。
・令和7年1月8日に、警察庁四国管区警察局からサイバー犯罪に対する鑑識に関する実習を、情報セキュリティコース3
年の「情報工学実験I」において実施した。
・令和6年8月28日に、高知県警察本部のサイバー専科の警察官約10名を対象として、本校教員が情報セキュリティに
関する講義と実習を実施した。
・専攻科2年生授業「システムデザイン演習Ⅱ」において南国市中学校への情報教育支援を行うための教材作成を実施し
た。教材作成に当たっては、南国市教育委員会事務局と本校教員及び学生の間で、情報教育講座資料の作成に向け
て意見交換や模擬授業の評価が行われた。その後、南国市の４中学校から技術科教員と市教委が高知高専へ訪問
し、学生から意見交換をうけてブラッシュアップした講座資料の説明が行われた。さらに実際の資料使用時における留意事
項等、中学校の現役教員との意見交換と評価が実施されている。
・連携協定を締結している高知みらい科学館において、科学実験教室・プログラミング教室・ロボット体験講座等を令和６
年度は９件実施するなど精力的に地域連携活動を展開している。
・情報セキュリティコース4年の「情報セキュリティセミナー」において、実務家教員の講義を地元企業の方に聴講していただ
き、意識及び技術の向上を図った。

申請時の計画 取組実績、進捗状況 課題（理由）とその対応

文部科学省が実施する数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度における「リテラシーレベル」の
認定を受けていること。

認定を受けている

認定を受ける計画が進んでいる

申請時の計画 取組実績、進捗状況



様式２－４－３

高等専門学校名 高知工業高等専門学校 学科・コース等の設置・増員（高専）

１.本事業対象となる情報系組織の状況

＜合計＞
年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度 R24年度

大区分 小区分 項目 単位

  学生の入学・在籍
状況

  入学者数等    入学定員（A） 人 32 32 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

   入学者数（B） 人 49 46 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      女子学生数 人 9 7 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      社会人学生数 人 0 0 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      留学生数 人 2 2 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

   入学定員充足率（B/A） 倍 1.53 1.44 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

  収容定員等    収容定員(C) 人 160 160 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      編入学定員 人 0 0 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

   在籍者数(D) 人 168 171 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      編入学者数 人 0 0 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

   収容定員充足率（D/C） 倍 1.05 1.07 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

  卒業後の状況   卒業者数    卒業者数 人 29 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

      就職者数 人 20 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      進学者数 人 7 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      その他 人 2 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      進路不明 人 0 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  教員の状況   実務経験のある教
員の参画    教員数 人 4 4 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

   授業科目の単位数 単位 7 7 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

改組内容



高等専門学校名 高知工業高等専門学校 学科・コース等の設置・増員（高専）

本事業対象となる研究科等の個数 1
１.本事業対象となる情報系組織の状況
＜内訳＞

(1) 改組組織名

年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度 R24年度
改組状況 選定

大区分 小区分 項目 単位

  学生の入学・在籍状況   入学者数等    入学定員（A） 人 32 32

   入学者数（B） 人 49 46

      女子学生数 人 9 7

      社会人学生数 人 0 0

      留学生数 人 2 2

   入学定員充足率（B/A） 倍 1.53 1.44 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

  収容定員等    収容定員(C) 人 160 160

      編入学定員 人 0 0

   在籍者数(D) 人 168 171

      編入学者数 人 0 0

   収容定員充足率（D/C） 倍 1.05 1.07 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

  卒業後の状況   卒業者数    卒業者数 人 29 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

      就職者数 人 20

      進学者数 人 7

      その他 人 2

      進路不明 人 0

  教員の状況   実務経験のある教員
の参画    教員数 人 4 4

   授業科目の単位数 単位 7 7

改組内容

ソーシャルデザイン工学科情報セキュリティコース



高等専門学校名 高知工業高等専門学校 学科・コース等の設置・増員（高専）

２.情報系組織の状況

年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度 R24年度
大区分 小区分 項目 単位

  学生の入学・在籍状況   入学者数等    入学定員（A） 人 32 32

   入学者数（B） 人 49 46

      女子学生数 人 9 7

      社会人学生数 人 0 0

      留学生数 人 2 2

   入学定員充足率（B/A） 倍 1.53 1.44 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

  収容定員等    収容定員(C) 人 160 160

      編入学定員 人 0 0

   在籍者数(D) 人 168 171

      編入学者数 人 0 0

   収容定員充足率（D/C） 倍 1.05 1.07 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

  卒業後の状況   卒業者数    卒業者数 人 29 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

      就職者数 人 20

      進学者数 人 7

      その他 人 2

      進路不明 人 0

  教員の状況   実務経験のある教員
の参画    教員数 人 4 4

   授業科目の単位数 単位 7 7

３.高等専門学校全体の状況

年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度 R24年度
大区分 小区分 項目 単位

  学生の入学・在籍状況   入学者合計    入学定員（A） 人 160 160

   入学者数（B） 人 168 171

   入学定員充足率（B/A） 倍 1.05 1.07 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

  収容定員等    収容定員(C) 人 800 800

      編入学定員 人 0 0

   在籍者数(D) 人 822 822

      編入学者数 人 11 2

   収容定員充足率（D/C） 倍 1.03 1.03 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

改組内容



高等専門学校名 高知工業高等専門学校 学科・コース等の設置・増員（高専）改組内容

４.外部資金の状況（全学）

年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度 R24年度
項目 単位

外部資金獲得額 千円 86,941 ***

                                                                                                                                                                                                                          

特記事項
高知⾼専のソーシャルデザイン⼯学科の学⽣定員160名は変更せず、令和８年度入学生から、情報セキュリティコースにおける基本学生数を32名から52名に増員する。

入学してから３年間所属のコースを定めないため、定めのない期間は入学定員を入学者数とみなし、２.情報系組織の状況　学生の入学・在籍状況の入学者数を回答している。

２.情報系組織の状況　学生の入学・在籍状況の収容定員等の編入学定員0人とは、若干名を意味している。

３.高等専門学校全体の状況　学生の入学・在籍状況の収容定員等の編入学定員0人とは、若干名を意味している。
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